
書
　
　
評

評ゴ廷

儲

田

中
正
俊
著

『
中
国
近
代
経
済
史
研
究
序
説
』

足
　
立
　
啓
　
二

　
　
　
　
　
一

　
本
書
は
田
中
正
俊
氏
の
数
多
い
研
究
の
う
ち
、
ア
ジ
ア
社
会
停
滞
論
を
資

本
主
義
・
帝
国
主
義
と
の
重
り
の
中
で
批
判
し
、
中
国
近
代
史
に
お
け
る
抵

抗
と
解
体
の
過
程
を
究
開
す
る
一
連
の
研
究
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
戦
後

東
洋
史
学
界
の
要
覧
社
会
経
済
史
、
近
代
経
済
史
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
と

い
っ
た
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
進
歩
的
歴
史
研
究
の
先
端
を
歩
ん
で
こ
ら

れ
た
田
中
氏
の
諸
研
究
が
、
一
つ
の
構
成
の
も
と
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
、

中
国
近
代
史
を
学
び
研
究
し
よ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
、
均
し
く
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
第
一
篇
　
方
法
序
説
、
第
二
篇
　
旧
中
国
社
会
の
解
体
と
西
欧

資
本
主
義
、
第
三
篇
　
附
篇
か
ら
成
る
。
第
一
篇
は
従
来
の
「
ア
ジ
ア
社
会

停
滞
論
」
抵
判
の
あ
り
方
の
検
討
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
属
は
羽
仁
五
郎
氏

の
「
現
代
に
お
け
る
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
の
問
題
は
、
帝
国
主
義
の
下
野
で

あ
る
。
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
が
現
代
に
残
存
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、

そ
れ
自
身
の
理
由
に
よ
っ
て
残
存
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
帝
国
主
義
に
よ

っ
て
残
存
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
　
（
『
東
洋
に
お
け
る
資
本
主
義

の
形
成
』
三
一
書
房
版
「
ま
え
が
き
」
　
九
四
八
年
）
と
の
提
起
を
う
け
て
、

「
ア
ジ
ア
社
会
停
滞
論
」
と
帝
国
主
義
の
ア
ジ
ア
侵
略
お
よ
び
こ
れ
に
も
と

つ
く
ア
ジ
ア
社
会
の
「
停
滞
」
化
現
象
と
が
、
い
か
な
る
関
連
の
も
と
に
あ

る
の
か
、
そ
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
ア
ジ
ア
社
会
の
停
滞
性
」
そ
の
じ
つ
帝
国

主
義
の
反
動
性
が
ア
ジ
ア
人
民
の
労
働
と
闘
争
に
よ
っ
て
い
か
に
病
眼
さ
れ

て
き
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
　
「
ア
ジ
ア
社
会
停
滞
論
」
批
判
の
基

本
的
あ
り
方
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
に
反
し
て

従
来
の
「
ア
ジ
ア
社
会
停
滞
論
」
幾
判
が
、
近
代
以
前
の
旧
中
国
社
会
に
巾

国
民
族
の
進
歩
の
伝
統
を
あ
と
づ
け
る
消
極
的
な
「
ア
ジ
ア
社
会
停
滞
論
」

批
判
に
と
ど
ま
り
、
し
か
も
そ
れ
が
近
代
と
の
断
絶
の
う
え
に
成
立
し
て
い

た
こ
と
を
批
判
す
る
。
つ
づ
く
第
二
篇
に
お
い
て
、
第
一
回
目
課
題
の
具
体

化
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
中
心
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
の
が
第
三
章
で
あ
り
、

そ
こ
で
は
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
報
告
書
の
分
析
に
も
と
づ
い
て
、
開
港
以
後
の
中

国
市
場
拡
大
の
緩
慢
さ
の
原
因
は
、
農
工
の
直
接
的
結
合
に
も
と
つ
く
中
国

農
村
の
非
解
体
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
小
農
民
経
営
の
一
定
の
発
展
1
1
解
体

に
も
と
つ
く
商
品
生
産
の
実
現
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
と
し
、
そ
う
し
た
小
農

民
経
営
の
抵
抗
し
つ
つ
解
体
し
て
い
く
中
国
的
特
質
の
究
明
が
提
起
さ
れ
る
。

そ
の
前
提
と
し
て
前
近
代
に
お
け
る
小
農
民
経
営
の
展
開
を
開
ら
か
に
し
た

の
が
第
一
章
で
あ
り
、
世
界
市
場
構
造
よ
り
、
ア
ヘ
ン
戦
争
と
五
港
開
港
の

必
然
性
と
意
義
を
の
べ
た
の
が
第
二
章
で
あ
る
。
第
三
篇
は
第
二
篇
の
見
解

を
補
強
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
と
り
わ
け
第
二
章
で
、
田

申
氏
は
マ
ル
ク
ス
の
イ
ン
ド
論
・
中
国
論
を
検
討
し
、
小
農
民
経
営
の
一
定

の
発
展
”
解
体
に
も
と
つ
く
商
品
生
産
こ
そ
が
イ
ギ
リ
ス
綿
布
に
抵
抗
し
た

と
い
う
氏
の
理
論
の
根
拠
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
が
本
書
の
極
め
て
粗
略
で
恣
意
的
な
内
容
紹
介
で
あ
る
。
本
書
に
対

す
る
書
評
は
、
私
の
見
る
限
り
で
も
、
す
で
に
芝
原
拓
自
（
『
歴
史
評
論
』
二
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八
五
・
一
九
七
四
年
　
月
）
、
小
林
一
美
（
『
ア
ジ
ア
経
済
』
　
一
五
－
二
、
一

九
七
四
年
二
月
）
の
両
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
又
、
本
書
の
刊
行
よ

り
先
に
、
坂
野
良
吉
氏
は
『
歴
史
学
研
究
』
三
八
七
（
一
九
七
二
年
八
月
）

に
お
い
て
、
本
書
に
収
録
さ
れ
た
田
中
氏
の
論
文
に
対
し
て
、
克
明
な
批
判

を
行
わ
れ
て
い
る
。
濁
酒
は
こ
れ
ら
の
書
評
を
前
提
と
し
つ
つ
、
本
書
に
対

す
る
若
干
の
疑
間
点
を
の
べ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
二

　
ま
ず
、
本
書
の
近
代
史
の
部
分
で
あ
る
第
二
忠
順
三
章
「
西
欧
資
本
主
義

と
贋
申
国
社
会
の
解
体
一
『
ミ
ッ
チ
ェ
ル
報
告
書
』
を
め
ぐ
っ
て
」
の
検
討

か
ら
始
め
た
い
。

　
本
章
の
中
心
的
論
点
で
あ
る
、
外
国
綿
布
の
流
入
を
阻
止
し
た
の
は
、
小
農

罠
経
営
の
　
定
の
発
展
皿
解
体
に
も
と
つ
く
商
昂
生
産
で
あ
る
、
と
い
う
命

題
に
関
し
て
は
、
坂
野
氏
が
す
で
に
「
ミ
ッ
チ
ェ
ル
報
告
書
」
と
「
資
本
論
臨

第
三
部
第
二
十
章
の
再
検
討
を
以
て
詳
細
に
批
判
し
、
　
「
朋
港
直
後
の
『
緩

慢
さ
』
は
、
中
国
手
工
業
の
発
展
に
で
は
な
く
、
全
体
と
し
て
は
そ
の
未
熟
に

求
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
田
中
氏
の
予
想
と
は
逆
に
、
霞
給
自
足
体
の
一

定
の
堅
固
さ
と
、
そ
れ
に
も
と
つ
く
『
商
品
』
生
産
の
広
汎
に
し
て
強
固
な

『
抵
抗
』
に
由
来
し
た
」
　
（
同
書
五
〇
頁
）
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
批

判
の
妥
当
な
こ
と
は
、
田
中
氏
自
身
の
引
用
さ
れ
る
中
村
哲
矯
の
「
世
界
資

本
主
義
と
日
本
綿
業
の
変
革
」
（
『
瞬
治
維
薪
の
基
礎
構
造
』
所
収
、
一
九
六

八
年
十
月
、
未
来
社
）
な
ど
の
研
究
に
照
し
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
　
「
生

産
が
、
よ
り
い
っ
そ
う
資
本
制
的
生
産
様
式
に
近
づ
い
て
お
り
、
し
た
が
っ

て
市
場
も
、
よ
り
い
っ
そ
う
逸
脱
し
て
い
る
縫
会
の
方
が
、
生
産
も
甫
場
も
、

よ
り
お
く
れ
て
い
る
社
会
に
比
べ
て
、
す
く
な
く
と
も
一
時
的
・
現
象
的
に

は
、
進
入
す
る
資
本
制
外
国
商
品
と
の
競
争
を
通
じ
て
、
急
激
か
つ
深
刻
な

打
撃
を
蒙
る
こ
と
」
は
、
田
中
氏
も
本
書
五
十
～
五
十
一
頁
の
注
的
に
お
い

て
認
め
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
真
に
「
抵
抗
」
の
名
に
値
い
す
る
の

は
、
自
給
膚
足
的
小
農
昆
の
綿
布
非
購
入
で
は
な
く
、
商
昂
生
産
に
も
と
つ

く
能
動
的
な
競
争
の
み
で
あ
る
と
し
て
、
　
門
抵
抗
」
と
い
う
雷
葉
に
何
ら
か

の
倫
理
曲
な
意
義
を
付
与
す
る
の
で
な
い
限
り
、
門
商
品
生
産
の
達
成
↓
『
抵

抗
』
↓
綿
布
流
入
緩
慢
」
と
い
う
理
解
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
田
中
琉
の
見
解
に
関
る
方
法
的
な
疑
問
の
一
つ
に
、
　
「
国
際

的
契
機
k
と
「
属
内
的
契
機
」
・
「
政
治
的
契
機
」
（
植
民
地
成
立
過
程
に
お

け
る
権
力
の
闇
題
）
と
「
経
済
的
契
機
」
　
（
流
通
過
程
の
問
題
）
の
関
係
の

問
題
が
あ
る
。
例
え
ば
、
植
民
地
経
済
に
お
い
て
、
完
全
な
植
民
地
と
な
る

か
、
半
植
民
地
と
な
る
か
は
、
匿
う
ま
で
も
な
く
、
極
め
て
重
要
な
聞
題
で

あ
る
。
田
中
氏
の
引
用
さ
れ
た
マ
ル
ク
ス
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ

ス
商
扇
流
入
の
い
ち
じ
る
し
い
緩
慢
さ
は
イ
ン
ド
に
も
存
在
し
て
い
た
の
で

あ
り
、
本
書
一
七
五
頁
・
一
七
七
頁
の
注
十
一
・
十
五
で
国
二
三
が
言
わ
れ

る
よ
う
な
イ
ン
ド
へ
の
綿
布
の
激
し
い
流
入
と
原
棉
植
民
地
化
が
進
行
す
る

た
め
に
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
に
よ
る
権
力
的
な
前
貸
し
、
強
制
買
い
上
げ

（
イ
ソ
ヴ
ェ
ス
テ
ィ
メ
ソ
ト
政
策
）
を
必
要
と
し
た
し
、
（
西
村
孝
夫
氏
『
イ

ン
ド
木
綿
工
業
史
』
一
九
六
六
年
、
第
五
章
二
な
ど
）
日
本
帝
国
主
義
の
直
接

統
治
下
の
朝
鮮
に
お
い
て
は
、
在
来
綿
業
破
壊
の
た
め
、
文
字
通
り
暴
力
的

な
紡
績
機
の
解
体
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
「
政
治
的
契
機
」

を
抜
き
に
し
て
は
、
綿
布
流
入
の
緩
慢
も
新
土
布
業
の
展
転
も
語
り
得
な
い

で
あ
ろ
う
。
又
、
田
中
氏
の
言
わ
れ
る
商
晶
生
産
の
一
定
の
展
開
に
も
と
つ

く
抵
抗
の
主
体
と
い
う
問
題
も
、
政
治
的
な
完
全
植
民
地
化
に
対
抗
し
て
い

く
雷
族
的
な
力
量
と
の
関
係
の
中
で
｝
層
重
要
な
意
義
を
持
つ
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
　
（
井
上
清
氏
『
日
本
現
代
史
－
明
治
維
新
』
一
九
五
…
年
　
第
四
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評書

章
「
半
植
民
地
化
の
危
機
と
の
闘
争
」
　
一
、
「
昆
族
的
自
覚
」
な
ど
）

　
田
中
氏
は
、
主
体
的
な
経
済
発
展
と
い
う
契
機
を
植
厚
地
経
済
理
解
に
お

い
て
重
視
す
る
理
論
的
な
基
礎
づ
け
と
し
て
、
資
本
論
第
三
巻
二
十
章
「
商

人
資
本
に
関
す
る
歴
史
的
考
察
」
の
「
ど
こ
で
も
商
業
は
既
存
の
生
産
組
織

に
た
い
し
て
は
、
…
…
多
か
れ
少
な
か
れ
分
解
的
に
作
用
す
る
。
し
か
し
、

ど
の
程
度
ま
で
そ
れ
が
古
い
生
産
様
式
の
分
解
を
ひ
き
起
こ
す
か
は
、
ま
ず

第
一
に
、
そ
の
生
産
様
式
の
堅
固
さ
と
内
部
構
造
に
か
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
分
解
過
程
が
ど
こ
に
行
き
着
く
か
、
す
な
わ
ち
、
古
い
生
産
様
式
に
代

わ
っ
て
ど
ん
な
新
し
い
生
産
様
式
が
現
わ
れ
る
か
は
、
商
業
に
よ
っ
て
で
は

な
く
、
古
い
生
産
様
式
そ
の
も
の
の
性
格
に
よ
っ
て
定
ま
る
」
　
（
国
民
文
庫

版
、
第
九
分
冊
一
九
七
頁
）
と
い
う
記
述
を
周
い
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

定
を
植
民
地
化
の
経
済
構
造
に
適
用
し
、
　
「
新
盈
産
様
式
創
出
の
た
め
の
決

へ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

定
的
要
因
を
な
す
も
の
は
旧
生
産
様
式
そ
の
も
の
の
性
格
に
存
す
る
。
」
（
傍

点
引
用
者
、
本
書
一
九
〇
～
一
九
一
頁
）
と
さ
れ
る
こ
と
に
は
疑
問
を
感
じ

る
。
共
産
党
宣
言
が
、
　
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
…
は
す
べ
て
の
民
族
に
、
滅
亡
し

た
く
な
け
れ
ば
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
生
産
様
式
を
採
用
す
る
よ
う
に
強
制
す

る
。
…
…
一
雷
で
言
え
ば
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
自
分
の
姿
に
似
せ
て
一

つ
の
世
界
を
つ
く
り
だ
す
の
で
あ
る
。
翫
（
国
畏
文
庫
版
、
三
二
頁
）
と
言
う

よ
う
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
植
民
地
主
義
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
生
産
関
係
に
組
み

込
む
こ
と
を
通
じ
て
、
様
々
な
偏
差
を
鋳
ち
つ
つ
も
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
生

産
関
係
を
必
然
的
に
生
み
撮
す
は
ず
で
あ
り
、
生
み
出
さ
れ
る
ブ
ル
ジ
翼
ア

的
諸
関
係
の
特
質
は
、
旧
生
産
様
式
と
植
畏
地
支
配
と
の
両
要
因
に
よ
り
規

定
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
　
（
田
中
氏
は
「
帽
生
産
様
式
そ
の
も
の
の
性
格
」

の
意
味
と
し
て
、
　
「
商
業
の
外
的
な
分
解
作
用
と
の
闇
に
成
立
す
る
抵
抗
と

分
解
と
の
過
程
を
も
歩
み
、
こ
の
過
程
を
通
じ
、
み
ず
か
ら
新
生
産
様
式
を

創
出
す
る
動
態
的
な
実
体
と
し
て
旧
生
産
様
式
の
主
体
的
発
展
の
う
ち
に
形

成
さ
れ
る
《
性
格
》
」
（
本
書
一
九
一
頁
と
）
い
う
説
明
を
舶
え
て
お
ら
れ
る

が
、
「
主
体
的
要
因
」
決
定
論
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
）
「
主

体
的
要
因
扁
と
「
国
際
的
要
因
」
、
「
経
済
的
要
因
」
と
「
政
治
的
要
因
」
の

統
一
的
な
把
握
が
望
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
こ
で
、
坂
野
氏
の
前
掲
論
文
に
よ
る
田
中
氏
批
判
に
つ
い
て
付
言
し
た

い
。
坂
野
氏
が
、
開
港
後
の
綿
製
品
流
入
の
緩
慢
な
理
由
を
商
品
生
産
の
展

開
に
で
は
な
く
、
逆
に
そ
の
未
熟
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
に

対
し
て
は
、
前
述
の
と
お
り
問
感
で
あ
る
。
し
か
し
、
坂
野
氏
が
田
中
氏
に

対
置
し
て
提
起
さ
れ
た
中
国
、
お
よ
び
日
本
の
経
済
発
展
の
段
階
規
定
に
は

疑
闇
が
あ
る
。
坂
野
翫
は
、
開
港
前
の
中
国
の
経
済
発
農
の
段
階
を
「
体
綱

的
に
は
商
店
経
済
で
は
な
く
、
自
給
経
済
で
あ
る
」
　
（
同
書
五
〇
頁
）
と
さ

れ
る
。
　
「
農
工
の
比
重
が
逆
転
し
、
商
晶
生
産
に
全
生
計
を
か
け
る
よ
う
な

ピ
ー
ク
が
で
は
じ
め
て
い
た
。
」
「
一
部
の
男
子
の
専
業
化
や
生
産
諸
工
程
の

分
業
化
が
、
さ
ら
に
は
都
市
と
そ
の
周
辺
に
お
い
て
よ
り
高
度
な
協
業
と
分

業
の
形
態
が
成
立
し
は
じ
め
て
い
た
．
扁
「
手
工
業
棉
布
は
商
業
資
本
を
仲
介

と
し
て
、
都
市
の
み
な
ら
ず
、
華
北
夏
作
地
帯
や
西
北
諸
省
に
販
売
さ
れ
た

し
、
海
外
市
場
さ
え
も
つ
に
至
っ
た
。
」
（
五
〇
頁
〉
と
研
究
史
の
成
果
を
整

理
さ
れ
つ
つ
、
江
漸
先
進
地
帯
も
含
め
て
商
贔
経
済
で
は
な
く
宿
給
経
済
と

さ
れ
る
こ
と
に
は
異
論
が
あ
る
が
、
氏
の
提
起
さ
れ
る
繭
芽
的
利
潤
論
、
商

贔
生
産
論
、
あ
る
い
は
封
建
社
会
又
は
氏
が
『
歴
史
評
論
』
二
七
九
（
一
九

七
三
年
八
月
号
）
で
言
わ
れ
る
家
父
長
的
家
内
奴
隷
制
社
会
に
お
い
て
、
「
商

品
」
流
通
と
は
「
体
制
的
に
」
い
か
な
る
位
置
を
占
め
る
か
と
い
っ
た
問
題

も
含
め
、
氏
の
一
層
の
展
開
を
期
待
し
た
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
加
え
て
注

一
七
に
お
い
て
「
こ
れ
ら
三
国
（
日
本
・
イ
ン
ド
・
中
塗
）
に
は
発
展
段
階
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の
差
が
設
け
ら
れ
な
い
こ
と
は
唖
確
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
」
　
（
同
書
五
三
頁

油
一
七
）
と
言
い
、
開
港
前
の
日
本
も
含
め
て
、
体
制
的
に
は
商
晶
経
済
で
は

な
く
自
給
経
済
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
な
ら
、
小
商
贔
生
産
の
展
開
を

認
め
、
あ
る
い
は
本
源
的
蓄
積
の
開
始
を
認
め
る
日
本
史
の
研
究
水
準
を
無

視
す
る
も
の
と
な
ろ
う
し
、
開
港
後
の
日
本
へ
の
急
激
な
綿
製
品
の
流
入
と
、

日
本
綿
業
の
急
速
な
変
革
過
程
の
説
明
も
不
可
能
と
な
ろ
う
。
　
（
小
舞
品
生

産
の
展
麗
と
、
そ
れ
を
基
礎
と
す
る
商
品
流
通
に
関
し
て
は
、
八
木
哲
浩
氏

『
近
批
の
商
品
流
通
』
一
九
六
二
年
、
な
ど
、
本
源
的
蓄
積
の
開
始
と
、
儀

本
綿
業
の
変
革
に
関
し
て
は
中
村
氏
前
掲
書
）

　
　
　
　
　
三

　
田
中
氏
の
本
書
の
主
要
な
テ
ー
マ
が
、
　
「
ア
ジ
ア
社
会
の
停
滞
性
」
そ
の

実
、
帝
圏
主
義
の
反
動
性
を
、
ア
ジ
ア
人
民
の
労
演
と
闘
争
に
よ
る
克
服
の

過
程
を
以
て
批
判
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
う
し
た
視
点
か
ら
、
従
来
の
「
停

滞
論
偏
批
判
が
近
代
と
の
断
絶
の
上
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
批
判
さ
れ
る

こ
と
は
、
r
前
に
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
従
来
の
「
陣
滞
論
」
批
判
の
弱

点
を
鋭
く
つ
く
も
の
と
遇
え
よ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
　
「
停
滞
論
」
を
近
現
代
史
の
過
程
を
通
じ
て
批
判
す
る

こ
と
の
必
要
性
は
、
前
近
代
独
自
の
「
停
滞
論
」
批
判
の
意
義
を
減
ず
る
も

の
で
は
な
い
。
高
等
学
校
な
ど
の
歴
史
教
科
書
に
お
け
る
世
界
史
の
統
一
的

な
把
握
、
社
会
構
成
の
体
系
的
な
理
論
の
後
退
を
み
る
時
、
統
一
的
、
体
系

的
な
歴
史
像
を
提
示
し
得
な
い
歴
史
研
究
者
の
費
任
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い

で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
第
二
篇
第
　
章
の
「
十
六
・
十
七
世

紀
の
江
南
に
お
け
る
農
村
手
工
業
」
を
中
心
に
、
田
中
氏
の
前
近
代
史
部
分

の
再
検
討
を
行
い
た
い
。

　
第
一
点
は
一
鶴
騨
風
隠
太
竿
の
評
声
誉
㌧
ン
の
ヴ
憩
、
　
西
嶋
定
生
氏
は
、
　
「
十
↓
ハ
・
十
七

世
紀
を
中
’
5
と
す
る
中
国
農
村
工
業
の
考
察
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
一
三
七
、

一
九
穴
五
年
）
等
の
総
論
に
お
い
て
、
明
代
の
農
村
に
お
い
て
、
直
接
的
な

農
工
結
合
が
す
で
に
打
破
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
が
近
代

へ
進
む
べ
き
何
ら
の
契
機
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
前
期
的
商

業
資
本
と
東
洋
的
専
制
主
義
の
二
つ
の
重
圧
を
あ
げ
た
。
　
一
方
の
東
洋
的
専

制
主
義
の
重
圧
論
、
す
な
わ
ち
、
江
南
の
農
村
工
業
は
江
南
の
野
鼠
、
霊
租

を
原
因
と
し
て
発
展
し
た
ぎ
の
で
あ
り
、
そ
の
重
圧
の
故
に
近
代
化
へ
の
途

を
有
し
な
い
と
い
う
議
論
に
対
し
て
、
田
中
茂
は
「
直
接
生
産
者
の
も
と
に
、

こ
の
よ
う
な
強
圧
を
支
え
て
漫
村
工
業
を
展
開
し
う
る
だ
け
の
生
産
力
の
主

体
的
発
展
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
生
産
力
の
発
展
が
前
提
と
な
っ
て
は

じ
め
て
収
奪
の
強
化
も
可
能
で
あ
っ
た
」
（
本
書
一
五
頁
）
と
し
、
「
生
産
力

発
展
と
収
奪
と
の
内
在
的
連
関
に
お
い
て
認
識
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
」

（
本
書
九
一
頁
）
と
さ
れ
、
収
奪
の
強
化
が
小
農
民
経
営
を
発
展
さ
せ
る
と

い
う
、
生
産
力
と
生
産
関
係
を
逆
転
さ
せ
た
議
論
を
正
し
、
重
圧
か
ら
の
解

放
に
農
畏
闘
争
の
位
置
づ
け
を
提
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
他
方
の
商
業
資
本

理
解
に
関
し
て
は
、
田
中
氏
も
ほ
ぼ
西
嶋
矯
の
見
解
を
引
き
つ
い
で
お
ら
れ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
が
商
業
資
庫
が
農
村
社
会
の
封
鎖
性
に
も
と
づ
い

て
い
か
に
き
び
し
い
収
奪
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
商
品
生
産
港
と
商
業
資
本

は
商
品
生
産
展
開
の
持
つ
二
つ
の
顔
で
あ
る
。
孤
立
分
散
し
た
商
品
生
産
者

は
商
業
資
本
無
く
し
て
は
荏
在
し
得
ず
、
商
業
資
本
は
商
晶
生
産
の
展
躍
と

と
も
に
自
ら
を
展
饗
す
る
。
商
業
資
本
を
「
前
近
代
性
」
　
「
寄
生
性
」
と
い

う
点
か
ら
の
み
で
な
く
、
国
家
と
の
関
係
、
直
接
生
産
者
と
の
関
係
の
中
で
、

歴
史
展
胴
的
に
掘
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
み
る

な
ら
ば
、
田
中
氏
が
、
「
明
末
に
お
け
る
小
農
民
経
営
の
歴
史
的
展
望
扁
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

中
で
、
「
小
農
民
経
営
そ
の
も
の
の
お
か
れ
て
い
る
諸
関
係
を
み
ず
か
ら
否
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評書

濁
す
る
も
の
で
は
な
い
」
　
（
傍
点
田
中
段
本
書
九
六
頁
）
と
さ
れ
た
歴
史
的

展
望
の
第
一
鐸
「
商
業
資
本
に
対
す
る
心
心
制
的
隷
属
へ
の
過
程
」
も
、
商

品
生
産
の
高
度
な
発
展
に
も
と
つ
く
実
質
上
の
賃
労
働
者
創
出
の
過
程
で
あ

り
（
レ
ー
ニ
ン
『
ロ
シ
ア
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
展
』
第
五
章
六
国
民
文

庫
版
一
五
七
～
一
七
〇
頁
）
、
一
定
の
条
件
の
も
と
で
は
協
業
に
も
と
つ
く
分

業
へ
と
発
展
す
る
条
件
を
含
ん
だ
「
小
農
民
経
営
そ
の
も
の
の
お
か
れ
て
い

る
諸
関
係
」
否
定
へ
の
道
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
第
二
点
は
、
、
封
建
社
会
の
解
体
過
程
理
解
に
お
い
て
「
主
体
的
成
長
」
を

重
視
さ
れ
る
氏
の
見
解
で
あ
る
。
既
は
「
年
末
に
お
け
る
小
農
民
経
営
の
歴

史
的
展
望
」
と
し
て
、
二
つ
の
途
を
示
さ
れ
、
第
一
の
「
商
業
資
本
に
対
す
る

問
屋
制
的
従
属
」
の
途
を
「
小
農
民
経
営
そ
の
も
の
の
お
か
れ
て
い
る
諸
関

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

係
を
み
ず
か
ら
否
定
す
る
も
の
で
な
い
」
も
の
と
さ
れ
、
第
二
の
「
地
主
に

対
す
る
抗
租
運
動
と
し
て
、
体
制
的
支
配
者
に
対
し
て
闘
わ
れ
る
農
民
闘
争
」

の
途
を
、
当
該
社
会
の
富
の
基
本
的
形
態
で
あ
る
土
地
、
お
よ
び
支
配
の
基

礎
と
し
て
の
土
地
所
有
を
「
累
事
」
　
「
侍
む
に
足
ら
ず
」
と
地
主
を
し
て
感

ぜ
し
め
、
　
「
社
会
体
飼
そ
の
も
の
の
解
体
、
し
た
が
っ
て
小
農
民
経
営
そ
の

も
の
の
解
体
を
志
向
」
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
第
二
の
途
の
基
礎
に
は
、

第
一
章
に
お
い
て
、
従
来
の
「
ア
ジ
ア
社
会
停
滞
論
」
批
判
の
再
検
討
と
し

て
な
さ
れ
た
階
級
闘
争
と
い
う
視
点
導
入
の
必
要
性
の
指
摘
が
あ
り
、
そ
こ

に
は
、
農
罠
闘
争
の
実
践
こ
そ
が
、
　
「
土
地
制
度
か
ら
解
放
」
す
る
可
能
性

を
持
ち
、
歴
史
を
推
進
し
た
と
い
う
理
解
が
あ
る
。
又
、
第
一
の
途
の
も
と

に
あ
っ
て
も
、
　
「
問
屋
資
本
の
も
と
で
の
出
戸
の
階
級
闘
争
に
着
冒
し
て
、

後
述
の
第
二
の
途
に
お
け
る
農
昆
闘
争
の
場
合
と
同
様
な
展
望
を
、
機
戸
の

主
体
的
成
長
の
な
か
に
追
求
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
そ
の
よ

う
な
方
法
が
「
商
人
資
本
の
側
に
即
し
て
の
み
展
望
し
て
、
そ
の
発
展
の
限

界
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
る
」
こ
と
を
克
服
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る

（
九
九
頁
注
㈹
）
。
こ
こ
に
は
二
つ
の
途
を
通
じ
て
、
階
級
闘
争
と
と
も
に
進

む
直
接
生
産
者
の
主
体
的
成
長
が
、
　
「
土
地
制
度
か
ら
の
解
…
放
」
商
業
資
本

の
問
屋
制
的
支
配
か
ら
の
解
放
を
可
能
に
し
、
発
展
の
限
界
を
打
破
す
る
と

い
う
理
論
が
貫
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
勿
論
私
は
階
級
闘
争
の
意
義
、

直
接
生
産
者
の
主
俸
的
成
長
の
意
義
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
階
級
善
様
と
直
接
生
産
者
の
主
体
的
成
長
の
彼
方
に
、

　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

「
み
ず
か
ら
」
の
手
に
よ
る
、
　
「
社
会
体
制
－
小
農
蔑
み
ず
か
ら
の
お
か
れ

て
い
る
諸
関
係
そ
の
も
の
の
解
体
」
　
「
土
地
制
度
か
ら
の
解
放
」
を
み
て
い

こ
う
と
す
る
一
遍
性
に
疑
問
を
持
つ
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
聞
屋
制
支
配

の
も
と
で
の
唐
戸
の
「
主
体
」
の
爽
失
の
途
を
、
小
経
営
の
お
か
れ
て
い
る

社
会
体
制
否
定
の
途
で
は
な
く
、
　
「
発
展
の
限
界
」
で
あ
る
と
考
え
る
の
は

誤
り
で
あ
ろ
う
し
、
封
建
社
会
の
解
体
の
た
め
に
は
、
　
「
主
体
」
の
分
解
と

解
体
が
必
要
な
こ
と
を
視
野
に
入
れ
ぬ
の
は
不
充
分
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
わ

け
で
あ
る
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
封
建
的
、
な
い
し
農
奴
制
的
生
産
様
式
は
、
自
ら
生

産
に
必
要
な
生
産
手
段
を
占
有
す
る
小
農
民
が
、
封
建
的
土
地
所
有
者
の
も

と
に
隷
属
す
る
生
産
様
式
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
封
建
制
か
ら
資
本
主

義
へ
の
移
行
は
、
直
接
生
産
者
を
生
産
手
段
か
ら
切
り
離
す
こ
と
と
、
封
建

的
土
地
所
有
者
へ
の
隷
属
か
ら
の
解
放
と
い
う
二
つ
の
側
面
の
統
一
と
し
て

現
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
三
聖
時
代
の
中
脳
に
お
い
て
、
真
の
「
所
有
か
ら

の
自
由
」
が
果
し
て
実
現
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
事
実
問
題
は
地
域

的
な
差
異
も
考
え
に
入
れ
つ
つ
今
後
の
検
討
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
少
く
と
も
戦
後
日
本
の
明
清
社
会
経
済
史
研
究
に
お
い
て
み
ら
れ
た
、

商
品
生
産
の
発
展
に
も
と
つ
く
佃
芦
の
限
り
な
い
「
慮
激
化
」
の
彼
方
に
封
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建
社
会
の
解
体
と
資
本
主
義
へ
の
途
を
見
出
そ
う
と
す
る
傾
向
は
、
「
移
行
」

の
前
提
で
あ
る
農
民
層
分
解
・
本
源
的
蓄
積
を
視
野
に
入
れ
な
い
と
い
う
意

味
で
理
論
的
に
も
誤
り
で
あ
ろ
う
し
、
直
接
生
産
者
の
「
自
立
化
」
と
い
う

側
面
か
ら
の
み
、
封
建
制
か
ら
資
本
制
へ
の
移
行
を
と
ら
え
、
直
接
生
産
者

の
生
産
季
段
か
ら
の
分
離
と
、
薪
し
い
従
属
の
過
程
を
み
な
い
近
代
主
義
的

偏
向
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
四

　
以
上
、
近
代
と
前
近
代
に
分
け
て
本
書
へ
の
疑
問
を
の
べ
て
き
た
が
、
両

者
を
通
じ
て
核
心
的
な
問
題
は
主
体
の
無
題
で
あ
ろ
う
。

　
近
代
春
分
に
関
し
て
言
う
な
ら
ば
、
田
中
氏
の
中
心
的
な
論
証
は
、
英
國

綿
布
の
流
入
を
限
止
し
た
の
は
、
｝
定
の
解
体
を
示
し
つ
つ
あ
る
小
農
民
経

営
に
よ
る
商
贔
生
産
で
あ
り
、
そ
れ
が
外
国
製
綿
糸
を
用
い
る
薪
二
布
生
産

を
以
て
、
発
展
的
に
対
抗
し
た
と
い
う
命
題
に
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
命
題

に
関
す
る
限
り
、
田
中
氏
自
ら
が
行
な
わ
れ
る
以
下
の
指
摘
に
ど
れ
ほ
ど
応

え
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
、
「
十
九
世
紀
中
国
・
イ
ン
ド
の
農
民
的
生
産
は
、
た
と
い
そ
の
商
品
が
、
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ヘ
　
　
　
へ

当
該
生
産
力
の
限
度
内
で
、
㎝
定
期
間
、
資
本
制
商
品
に
抵
抗
し
よ
う
と
も
、

そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
生
産
を
志

向
す
る
も
の
と
し
て
対
抗
す
る
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
り
、
も
し
、
そ
の
よ

う
な
限
度
に
自
己
の
生
産
形
態
を
固
定
化
し
、
停
滞
化
し
て
、
資
本
制
生
産

様
式
に
抵
抗
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
当
然
反
動
的
な
存
在

と
し
て
、
つ
い
に
は
資
本
の
法
則
の
ま
え
に
ま
っ
た
く
反
革
命
的
に
消
滅
す

べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
資
本
主
義
の
『
革
命
性
』
に
、
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よ
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的
に
対
置
し
て
、
こ
れ
に
肯
定
的
評
価
を
与
え
る
こ
と
に
終
る
べ
き
で
な
い

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
」
　
（
傍
点
田
中
氏
、
本
書
三
〇
一
頁
）

　
更
に
又
、
田
中
氏
が
以
下
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
時
、
前
近
代
の
発
展
と
の

連
続
に
お
い
て
、
近
代
中
国
に
お
け
る
抵
抗
と
解
体
を
究
明
し
よ
う
と
さ
れ

る
氏
の
優
れ
た
視
点
、
お
よ
び
戦
後
の
中
国
近
代
史
研
究
が
嬰
ら
か
に
し
た
、

中
国
の
完
全
な
植
民
地
化
を
阻
止
し
た
の
は
農
民
的
な
土
地
所
有
を
発
展
さ

せ
よ
う
と
闘
っ
て
来
た
農
民
で
あ
り
、
あ
る
い
は
「
半
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
』
で

あ
っ
た
と
い
う
成
果
を
い
か
に
継
承
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
馬
下
近
代
資
本
主
義
に
『
抵
抗
』
し
た

ア
ジ
ア
的
専
制
主
義
を
農
民
の
存
在
そ
の
も
の
を
も
含
め
て
の
反
動
的
体
制

と
し
て
、
彼
ら
の
口
．
ア
ジ
ア
祉
議
論
』
の
な
か
で
批
判
的
に
規
定
し
た
の
で

あ
る
が
、
こ
の
ア
ジ
ア
的
専
制
主
義
自
体
が
い
か
に
西
欧
近
代
資
本
主
義
に

『
抵
抗
』
し
ょ
う
と
も
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
も
指
摘
す
る
通
り
、
そ

れ
が
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
ア
ジ
ア
の
人
民
を
抑
圧
す
る
反
動
的
体
制
で
あ

っ
た
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
」
　
（
本
書
三
〇
一
頁
）

　
近
代
・
前
近
代
を
通
し
て
、
農
晟
の
経
営
の
発
展
と
そ
の
分
解
・
解
体
の

過
程
を
よ
り
具
体
的
に
究
関
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
理
論
的
に
も
事
実
の
闊
題
と
し
て
も
無
知
を
お
そ
れ
ず
、
い
く
つ

か
の
疑
問
を
書
き
つ
ら
ね
て
き
た
。
加
え
る
に
、
本
書
の
内
容
に
対
す
る
無

理
解
か
ら
、
田
中
馬
の
真
意
を
ま
げ
貯
え
た
部
分
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
、
恥

入
る
次
第
で
あ
る
。

　
七
二
年
度
歴
科
協
の
大
会
で
報
告
さ
れ
、
以
後
も
研
究
課
題
に
さ
れ
て
い

る
と
聞
く
、
郷
静
置
論
に
も
と
つ
く
中
国
封
建
制
論
が
、
幾
の
近
代
史
・
前
近

代
史
の
成
果
の
も
と
に
発
表
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
筆
を
お
き
た
い
。
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